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姶良伊佐ブロック平和運動センターでは、馬毛島

基地建設についての実情を知るため、2023年 10 月

28日（土）、種子島を訪問し、現地の市民団体連絡

会と意見交換をしました。ブロックから 18名が参加

しました。まず、熊毛ブロックの大石代表から挨拶

があり、馬毛島基地建設に反対するグループから、

島内での生活の影響について詳しく話を聞くことが

できました。その後、バスで旧種子島空港に行く途

中、馬毛島基地建設の工事関係者が宿泊しているコ

ンテナハウスが至る所にみられ、異様な雰囲気を感

じました。朝夕となると市内で交通渋滞が発生、港

が慌ただしくなり、工事関係者の船が行き来しま

す。旧種子島空港ではバスから降りて、馬毛島にク

レーン船で運ばれる大量のテトラポットを見ること

ができました。今回の研修は短い時間ではありまし

たが、参加者のみなさんが感じたことについて一部

抜粋して紹介します 

参加者との集合写真（背後には基地開発が進む馬毛島が見える 



 

① 西之表市から見た馬毛島の距離の近さ。新聞

報道で自衛隊機による騒音測定の件を読んだ

が、基地としての  運用が始まると戦闘機の

騒音で住民生活に影響があるのでは、と危惧し

た。（Ｉ）                 

 

② バスで移動する際、主要交差点に立つ誘導員

や、至るところに建つコンテナハウスに衝撃を

受けた。島(特に西之表地区)での生活環境の変

化について、穏やかな日常が脅かされているこ

とや、自然環境の破壊など、切実な問題を直接

聞くことができた。船での輸送代・莫大な交付

金や宿泊費の高騰などの「甘い汁」による、意見を言えない雰囲気作りがなされていることだった。

（Ｍ） 

 

③ 西之表市から久し振りに見る馬毛島は地肌の茶色が遠目にも見て取れ，複雑な気持ちになりま

した。馬毛島の基地建設が現実ものとして理解せざるを得なかった。島内の住宅家賃問題，ゴミ処

理問題，医療問題を市議の方からお聞きし，島の生活にも影響が大変あると実感しました。 （Ｉ） 

 

④ 工事のためにたくさんの資材を購入し製

作していることなど多額のお金が使われて

いることが分かりました。お金を使って人々

の生活を壊していく，そしてその支払われる

お金は私たちが納めている税金だというこ

とに腹立たしさを感じます。 （Ｋ） 

 

⑤ 旧種子島空港にはケーソンのテトラが多

数滑走路におかれ、今後は、6,000 人ともい

われる工事関係者を島に送るともいわれ、空

母を係留する計画もあると聞きました。この現実において、県民がもっと関心を持って環境破壊や、

生活に影響が出ないように声をあげるべきだと思いました。 （Ｓ） 

 

⑥ 実際に種子島空港跡地を見学させていただきましたが、広大な敷地を埋めるほどの資材が運び

こまれているのを目の当たりにし、その規模やスピード感に恐れを感じるとともに、税金の使われ

方についても考えさせられました。加治木港から資材の運搬が行われていることなど考えても、決

して対岸の火事ではないのだと思います。（Ｔ）  

 

参 加 者 の 感 想 

工事関係者が宿泊しているとみられるコンテ

ナハウスがあちこち見られる・・ 

港には馬毛島に運ばれるテトラポットがずらり 

 



⑦ 工事作業者の増加による家賃の高騰

や食料品の不足、交通渋滞など生活に直

結する悩み、空地におけるコンテナハウ

スの乱立など不安の種が多くあること

が分かった。今回の研修を受けなければ

こうした島の実情や住民の直の声を聞

く機会はなかったと思うので、とても貴

重な体験になった。 （Ｙ） 

 

⑧ 政府が馬毛島に基地建設を強行して

いることで、地元の住民の安心安全が脅

かされていることに強く憤りを感じた。

特に 80 歳の発言者の地元の方が、晩酌の楽しみだった地元産の刺身が食べられなくなったと怒っ

ていたように生活が破壊されている。 （Ｔ） 

 

⑨ かねてより新聞やテレビなどの報道において西之表市をはじめ、種子島全体の住民の皆さんに

及ぶ生活面などの影響は漠然と認識しておりましたが、現地において直接地元の方のお話を聞いた

り実際に目にすることで深く焼き付き、今後も馬毛島問題に関する情報に深く関心を持つ良い契機

となりました。 （Ｙ） 

 

⑩ 2023 年 1 月 12 日に米軍空母艦載機陸上離着陸訓練基地としての工事が公然と行われ始めてか

ら、西之表市民は地元住民だからこそ、反対の声があげづらくなっています。米軍基地問題は日本

国民の問題、特に馬毛島は鹿児島なのに、県民の関心が薄く怖いです。 （Ｕ） 

 

⑪ 国の進める政策は住民の声にも耳を傾

けず、いくら反対運動をしてもこのような

方向性で進めていく今の政党がある限り

は変わらないと思いました。 （Ｎ） 

 

⑫ 種子島では懇談会の中では地元の方た

ちが、いかに不条理なことが住民無視で行

われているかの様子を語ってくださいま

した。夜の街が物騒になったことや、種子

島の魚を焼酎のアテにできない伝統文化

が消されつつあること。また本音のところでは反対だけれど、家族が関わっていると話しにくい現

状を知らされたことには、胸につまされる思いでした。 （Ｉ） 

 

⑫ 種子島から肉眼でも、きれいな海上に巨大クレーンがいくつも見えた。それほど馬毛島は近く

にあり、ここに基地が出来たら怖いと思った。国が地方に犠牲を強いる構造の中で、人々の日常が

壊されていること、基地建設と引き換えに給食費の無料化とか、住民を黙らせるためなら何でもあ

りの国のやり方に腹が立ちました。(Ｆ)  

 

西之表港から馬毛島まで約 9㎞. 

馬毛島周辺の様子が肉眼でもわかった。 

 

 

 

旧種子島空港の滑走路には大量のテトラポット 

が置かれていた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック平和センター通信編集 

川内川を越える橋の向こうにかかる霧が日に日に

濃くなる様子にいよいよ冬の訪れを感じます。今年も

平和センターの運動にご支援を頂きありがとうござ

いました。 

 さて、海の向こう側ではウクライナの子どもたち、 

ガザの子どもたちが戦火にさらされ不安な冬を迎え

ています。大人の不誠実、無関心無力さに腹立たしさ

を感じます。 

 

 お互いの国の権力者達が正義の行使や危機を煽り、いざ戦争が始まれば大人達も止める術

をもちません。そしてやがて真実が明らかになるにつれ、こんなはずではなかったと 言いま

す。 

近代史上急速に軍備を拡大した国のほとんどが戦争に巻き込まれています。そうなってしまう

と、どの国ももれなく正義を叫び、必ず「これは防衛戦争だ。」「防衛のために敵を殺すのは仕

方のないことだ」「家族を守れ」と武器を手に取らせます。これがパターンです。権力者のやるこ

とは時代や国が変わっても同じです。 

 そして我が日本もこの流れに乗ってしまっています。時代の行き着く終点を戦争にしないた

めに、私達は流れを変えなくてはいけません。 

 そのためにはまず学び、仲間を増やさなくてはいけません。子や孫に胸を張って生きるため

に。平和な社会を実現するために。 来年もともに頑張りましょう。幸せな年末年始をご祈念い

たします。 

姶良伊佐ブロック平和運動センター  代表 佐多 巌 


